
（１） 　　　第５９４号日 本 歯 科 大 学 新 聞2010年（平成２２年）１２月３０日

周大学50周年

中山医学大学の校章

村
上
（
生
理
）
、
亀
田
（
先
端
研
）
教
授
退
任

新
潟
生
命
歯
学
部
生
理
学
講
座
の
村
上
俊
樹
教
授

と
、
先
端
研
究
セ
ン
タ
ー
（
歯
科
矯
正
学
）
の
亀
田

晃
教
授
の
最
終
記
念
講
義
が
、
十
二
月
に
ア
イ
ヴ
イ

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

花束を贈られる村上教授

　

村
上
俊
樹
教
授
の
最
終
記

念
講
義
「
興
味
の
お
も
む
く

ま
ま
に
」
は
、
十
二
月
三
日

に
開
催
さ
れ
た
。

　

村
上
教
授
は
昭

和
四
十
年
本
学
卒

業
（
第
五
十
四
回

卒
）、
四
十
四
年

大
学
院
歯
学
研
究

科
修
了
後
、
生
理

学
教
室
助
手
、
講

師
を
経
て
四
十
七

年
新
潟
歯
学
部
付

と
な
り
、
助
教
授

を
経
て
五
十
二
年
教
授
に
就

任
。
学
生
部
長
、
教
務
部

長
、
新
潟
歯
学
部
長
等
を
歴

任
し
た
。

　

亀
田
晃
教
授
の
最
終
記

念
講
義
「
こ
れ
か
ら
の
矯
正

治
療
と
矯
正
歯
科
専
門
医
の

責
務
に
つ
い
て
（Orthodontic 

Responsibility)

」は
、十
二
月

九
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

亀
田
教
授
は
昭
和
四
十
一

年
本
学
卒
業
（
第
五
十
五
回

卒
）、
四
十
五
年
大
学
院
歯

科
矯
正
学
）
教
授
に
異
動
し

た
。

　

新
潟
歯
学
部
の
開
設
当
初

か
ら
本
学
の
研
究
・
教
育
・

臨
床
に
尽
力
し
た
両
教
授
の

最
終
記
念
講
義
に
は
、
多
く

の
教
職
員
と
大
学
院
生
、
学

生
、
同
門
会
員
が
聴
講
し

た
。
講
義
終
了
後
に
は
盛
大

な
拍
手
と
と
も
に
花
束
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

亀田教授の最終記念講義

学
研
究
科
修
了
。

歯
科
矯
正
学
教
室

助
手
、
講
師
を
経

て
四
十
七
年
に
新

潟
歯
学
部
付
と
な

り
、
助
教
授
を
経

て
五
十
二
年
に
教

授
に
就
任
。
平
成

十
八
年
に
先
端
研

究
セ
ン
タ
ー
（
歯

新潟

本
学
の
姉
妹
校
の
中
山
医
学
大
学
（
台
湾
台
中
市
）
は
、
創
立
五
十

周
年
を
迎
え
た
。
中
原
泉
学
長
ら
は
十
一
月
中
旬
、
同
記
念
式
典
に

列
席
し
創
立
五
十
年
を
祝
し
た
。

　

私
立
中
山
医
学
大
学
は

一
九
六
〇
年
、
周
汝
川
理
事

長
（
本
学
二
十
九
回
卒
）
に

よ
っ
て
台
湾
台
中
市
に
創
立

さ
れ
、
今
年
で
創
立
五
十
周

年
を
迎
え
た
。

　

十
一
月
十
三
日
、
慶
祝
大

会
（
記
念
式
典
）
が
、
台
中

市
の
同
大
学
大
講
堂
に
お
い

て
挙
行
さ
れ
た
。
本
学
か
ら

中
原
泉
学
長
、
小
倉
英
夫
新

潟
生
命
歯
学
部
長
、
柳
井
智

恵
講
師
（
附
属
病
院
口
腔
外

科
）
が
同
式
典
に
参
列
し
た
。

　

式
典
に
は
、
海
外
の
姉
妹

校
代
表
、
同
大
学
同
窓
生
、

教
職
員
、
学
生
代
表
等
約
千

名
が
出
席
し
、
会
場
は
慶
事

を
祝
う
関
係
者
で
埋
め
尽
く

さ
れ
た
。

　

式
典
は
午
前
九
時
開
式
さ

周理事長と緋ガウン姿の小倉歯学部長

壇上、式典で祝辞を述べる中原学長（台湾台中市）

れ
、
ま
ず
、
か
く
し
ゃ
く
た

る
周
理
事
長
が
、
建
学
の
精

神
と
創
立
五
十
周
年
の
伝

統
に
つ
い
て
朗
々
と
語
り
、

五
十
年
の
歴
史
に
深
い
感
謝

を
捧
げ
た
。

　

つ
ぎ
に
、
王
進
崑
校
長

（
学
長
）
よ
り
来
賓
各
位
が

紹
介
さ
れ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
名
誉
博
士
授

与
式
と
な
り
、
周
理
事
長
か

ら
小
倉
新
潟
生
命
歯
学
部

長
に
、
中
山
医
学
大
学
の
名

誉
牙
医
学
博
士
の
学
位
が
授

与
さ
れ
た
。
小
倉
歯
学
部
長

は
、
名
誉
博
士
号
の
授
与
に

対
し
謝
辞
を
述
べ
た
（
別
掲
）。

　

つ
づ
い
て
、
来
賓
の
祝
辞

に
移
り
、
は
じ
め
に
中
原
学

長
が
壇
上
に
た
ち
、
柳
井
講

師
の
通
訳
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

「
中
山
医
学
大
学
創
立

五
十
周
年
を
心
よ
り
お
慶
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
日
本
歯
科
大
学
は

一
九
〇
七
年
に
創
立
さ
れ
、

今
年
で
一
〇
四
周
年
を
迎
え

ま
す
。
創
立
以
来
通
し
番
号

で
卒
業
回
数
を
数
え
て
い
ま

す
の
で
、
来
年
で
第
百
回
目

の
卒
業
に
な
り
ま
す
。
周
汝

川
先
生
は
、
日
本
歯
科
大
学

第
二
十
九
回
卒
業
で
あ
り
、

私
は
第
五
十
四
回
卒
業
に
あ

た
り
ま
す
。

　

先
生
は
、
一
九
六
〇
年
に

故
郷
の
台
中
市
に
牙
医
専
科

学
校
を
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
先
生
は
ス
マ
ー
ト

で
眼
光
け
い
け
い
、
舌
鋒
鋭

い
、
活
力
あ
ふ
れ
た
方
で
あ

り
ま
し
た
。
日
本
に
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
付
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す

が
、
先
生
は
ま
さ
に
ス
リ
ム 記念楯を贈る中原学長と周理事長

小　倉
学部長名誉博士号

　

同
式
典
の
来
賓
紹
介
の
あ

と
、
小
倉
英
夫
教
授
名
誉
牙

医
学
博
士
学
位
頒
授
典
礼

（
名
誉
博
士
号
学
位
授
与

式
）
が
催
さ
れ
た
。
名
誉
博
士

の
栄
誉
を
あ
ら
わ
す
緋
色
の
ガ

ウ
ン
を
ま
と
っ
て
、
小
倉
新
潟

生
命
歯
学
部
長
は
、
弓
子
夫

人
と
と
も
に
壇
上
に
座
っ
た
。

　

ま
ず
、
中
山
医
学
合
唱
団

に
よ
り
、
日
本
歯
科
大
学
の

校
歌
が
斉
唱
さ
れ
た
。

　

つ
い
で
、
周
汝
川
理
事
長

と
王
進
崑
校
長
（
学
長
）
よ

り
、
小
倉
歯
学
部
長
に
台
湾

政
府
の
承
認
を
得
た
名
誉
博

士
の
学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
う
け
て
小
倉
歯
学
部

長
は
感
謝
を
込
め
て
、
住
友
雅

人
生
命
歯
学
部
長
と
小
倉
新

潟
生
命
歯
学
部
長
連
名
の
創

立
五
十
周
年
を
祝
う
記
念
楯

を
周
理
事
長
に
贈
呈
し
た
。

　

こ
こ
で
、
小
倉
歯
学
部
長

は
英
語
で
「
貴
学
の
創
立

五
十
周
年
記
念
式
典
に
お
い

て
、
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ

れ
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

こ
の
上
な
い
光
栄
で
あ
り
喜

び
で
あ
る
。
こ
れ
は
貴
学
と

本
学
が
、
長
年
に
わ
た
り
深

い
交
流
関
係
に
あ
り
、
両
校

が
厚
い
友
情
で
結
び
つ
い
て

い
る
証
明
で
あ
る
」
と
感
謝

の
意
を
述
べ
た
。

小
倉
英
夫
新
潟
生
命
歯
学
部
長
は
、
同
式
典
に
お
い
て
中

山
医
学
大
学
よ
り
名
誉
博
士
の
称
号
を
う
け
た
。

な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
付
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
先
生
の

英
姿
が
、
今
も
懐
か
し
く
目

蓋
に
浮
か
び
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
先
生
は
、
学
校

を
医
学
院
、
医
学
科
技
学

校
、
護
理
学
院
、
健
康
管
理

学
院
、
医
学
人
文
社
会
学
院

等
を
擁
す
る
中
山
医
学
大
学

に
発
展
さ
せ
ま
し
た
。
貴
学

は
、
ま
さ
し
く
ア
ジ
ア
随
一
の

総
合
医
学
大
学
で
あ
り
ま
す
。

　

私
ど
も
日
本
歯
科
大
学

は
、
貴
学
と
姉
妹
校
第
一
号
の

提
携
を
し
て
以
来
、
今
日
ま

で
親
し
い
交
流
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
は
、

半
世
紀
に
わ
た
っ
て
創
立
者
・

理
事
長
と
し
て
、
貴
学
の
発

展
に
傾
倒
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
偉
大
な
大
先
輩
を

も
っ
た
こ
と
は
、
私
ど
も
日
本

歯
科
大
学
に
と
っ
て
大
い
な

る
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
周
汝
川
先
生
の

ご
健
勝
と
中
山
医
学
大
学
の
ご

発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
」

　

つ
い
で
、
東
京
医
科
大
学

の
田
中
慶
司
理
事
長
、
北
京

大
学
口
腔
医
学
院
の
徐
院
長

（
歯
学
部
長
）
ほ
か
六
氏
が

祝
辞
を
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
同
大
学
同
窓
会

長
の
挨
拶
の
あ
と
、
在
職
の

教
職
員
の
表
彰
が
行
わ
れ

た
。
お
わ
り
に
、
校
歌
を
斉

唱
し
、
十
一
時
満
場
の
拍
手

を
も
っ
て
閉
式
し
た
。

　

当
日
、
午
後
七
時
よ
り
市

内
の
台
中
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ホ
テ

ル
に
お
い
て
祝
賀
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
た
。

　

席
上
、
中
原
理
事
長
は
周

理
事
長
に
理
事
長
・
学
長
名

の
記
念
楯
、
お
よ
び
中
原
實

名
誉
学
長
の
カ
リ
カ
チ
ュ

ア
額
を
贈
呈
し
た
。
周
理
事

長
は
九
十
四
歳
、
今
な
お
健

在
、
第
二
の
故
郷
日
本
と
母

校
日
本
歯
科
大
学
、
中
山
医

学
大
学
の
将
来
に
つ
い
て
、

中
原
学
長
と
額
を
つ
け
合
わ

せ
て
親
し
く
語
り
合
っ
た
。

 私

立

中
山

医
学

大

学

は

一
九
六
〇
年
、
周
汝
川
理
事

長
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
、
現

在
、
歯
学
部
、
医
学
部
な
ど

四
学
部
、
七
研
究
所
、
四
附

属
病
院
等
を
有
す
る
ア
ジ
ア

随
一
の
総
合
医
学
大
学
で
あ

る
。
学
生
総
数
八
千
名
、
卒

業
生
総
数
三
万
二
千
名
で
、

歯
学
部
卒
業
生
は
台
湾
歯
科

医
師
の
四
割
を
占
め
る
。



日 本 歯 科 大 学 新 聞2010年（平成２２年）１２月３０日 （２）第５９４号

一般選抜前期入学試験 大学入試センター試験利用前期入学試験 一般選抜後期入学試験 大学入試センター試験利用後期入学試験 推薦入学後期試験

出願場所

・試験場

郵送：23年１月５日（水）～１月26日（水）

窓口：23年１月26日（水）・１月27日（木）

郵送：23年１月11日（火）～１月26日（水）

窓口：23年１月26日（水）・１月27日（木）

郵送：23年２月14日（月）～２月23日（水）

窓口：23年２月23日（水）

郵送：23年２月28日（月）～３月９日（水）

窓口：23年３月９日（水）
出願期間

約６５名 約２０名 約２５名 約１０名 約１０名 約５名 約５名 約３名募集人員

生命歯学部（東京） 新潟生命歯学部 生命歯学部（東京） 新潟生命歯学部 生命歯学部（東京） 新潟生命歯学部 生命歯学部（東京） 新潟生命歯学部学　　部

試験区分

学力試験、面接試験とも

平成23年２月１日（火）
面接試験：平成23年２月５日（土）

学力試験、面接試験とも

平成23年２月27日（日）

英語小テスト、面接試験とも

平成23年３月26日（土）
面接試験：平成23年３月15日（火）試 験 日

２月４日（金）午前10時、生命歯学部（東京）に

掲示、合格者に「入学手続要項」を郵送する

２月７日（月）午前10時、生命歯学部（東京）に

掲示、合格者に「入学手続要項」を郵送する

２月28日（月）午前10時、生命歯学部（東京）に

掲示、合格者に「入学手続要項」を郵送する

３月16日（水）午前10時、生命歯学部（東京）に

掲示、合格者に「入学手続要項」を郵送する
合格発表

平成23年２月14日（月） 平成23年２月15日（火） 平成23年３月７日（月） 平成23年３月23日（水）

郵送：窓口とも：

23年３月18日（金）～３月25日（金）

若　干　名

新 潟 生 命 歯 学 部

平成23年３月26日（土）に本人と高等学校

長宛に合否通知を速達郵便で発送する

平成23年４月１日（金）手続期限

日本歯科大学生命歯学部（東京）

〒102-8159 東京都千代田区富士見１－９－20　　　03－3261－8311

新潟生命歯学部 検索 http://www.ngt.ndu.ac.jp

生 命 歯 学 部 検索 http://www.tky.ndu.ac.jp

平成23年度日本歯科大学入学試験要項

（注）一般選抜入学試験（前期・後期）・大学入試センター試験利用入学試験（前期・後期）は，生命歯学部（東京）と新潟生命歯学部共通の試験で行い，両学部を併願可能。

第100回本学ワークショップ開く

　

第
百
回
日
本
歯
科
大
学

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
世
話
人

＝
住
友
雅
人
生
命
歯
学
部

長
・
小
倉
英
夫
新
潟
生
命
学

部
長
・
両
病
院
長
）
が
、

十
一
月
二
十
二
・
二
十
三
日

の
両
日
、
新
潟
県
十
日
町
市

の
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
・
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
で
開
催

さ
れ
た
。
今
回
で
百
回
目

を
迎
え
る
本
学
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
、
両
学
部
に
お

け
る
連
携
と
改
善
の
推
進
を

目
的
と
し
て
、
教
員
三
九

名
、
事
務
系
職
員
六
名
、
計

四
五
名
が
参
加
し
、
二
日
間

に
わ
た
っ
て
活
発
な
討
論
を

行
っ
た
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
二
つ
の
歯
学
部
を
も
つ

日
本
歯
科
大
学
の
展
望
を
考

え
、
組
織
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
を
構
築
す
る
両
学

部
の
連
携
を
テ
ー
マ
と
し
た
。

　

第
一
日
目
は
午
後
一
時
に

会
場
に
集
合
、
世
話
人
に
よ

る
挨
拶
と
趣
旨
説
明
、
参
加

者
全
員
の
自
己
紹
介
が
あ

り
、
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

作
業
と
討
議
を
行
っ
た
。
途

中
休
息
も
含
め
て
午
後
八
時

ま
で
続
け
ら
れ
、
二
日
目
の

二
十
三
日
は
午
前
中
は
グ

ル
ー
プ
討
議
を
行
い
、
午
後

は
全
体
発
表
と
質
疑
を
行
っ

た
。
午
後
三
時
に
閉
講
式
を

終
え
て
解
散
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
、
行

動
目
標
と
し
て
両
学
部
の
特

徴
、
役
割
、
問
題
点
な
ど
が

示
さ
れ
、
活
発
な
意
見
が
交

換
さ
れ
た
。
参
加
者
へ
の
事

前
調
査
で
も
、
東
京
と
新
潟

で
は
、
独
立
し
た
別
の
学
部

と
い
う
概
念
で
そ
れ
ぞ
れ
が

努
力
し
て
き
た
が
、
各
分
野

が
互
い
に
連
携
し
協
力
・
分

担
で
き
れ
ば
合
理
的
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

百
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
は
、
参
加
者
全
員
か
ら
教

育
・
研
究
・
臨
床
の
連
携
に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
具
体
策

が
挙
げ
ら
れ
た
。

 東
京
・
附
属
病
院

口
腔
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー

関
連
３
学
会
で
連
続
受
賞

　

附
属
病
院
の
口
腔
介
護
・

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
菊
谷
武
セ
ン
タ
ー
長
）

で
は
、
言
語
・
摂
食
・
嚥
下
リ

連携への具体策を協議する参加者たち

グループでの作業後、問題点を討議中

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
毎
年
数
多
く
の
学

会
発
表
と
論
文
発
表
を
行
っ

て
い
る
。
平
成
二
十
二
年
度
に

は
、
関
連
三
学
会
の
学
術
大

会
で
、
学
会
奨
励
賞
、
優
秀

論
文
賞
を
連
続
受
賞
し
た
。

　

受
賞
演
題
、
論
文
題
名
は

次
の
と
お
り
。

①
高
橋
賢
晃
ら
「
嚥
下
内
視

鏡
検
査
を
用
い
た
咀
嚼
時
の

舌
運
動
機
能
評
価―

運
動
障

害
性
咀
嚼
障
害
患
者
に
対
す

る
検
討―

」（
第
二
十
一
回

日
本
老
年
歯
科
医
学
会
優
秀

奨
励
論
文
賞
）

②
田
代
晴
基
ら
「
細
菌
数
に

よ
る
口
腔
衛
生
評
価
方
法
の

確
立
～
評
価
用
細
菌
数
測
定

器
の
実
用
に
向
け
て
」（
第

十
六
回
日
本
摂
食
・
嚥
下
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
奨

励
賞
）

③
田
村
文
誉
ら
「
要
介
護
高

齢
者
の
自
食
用
ス
プ
ー
ン
の

選
択
に
関
す
る
考
察
」（
第

二
十
七
回
日
本
障
害
者
歯
科

学
会
優
秀
論
文
賞
）

 新
潟
・
歯
科
技
工
科

優
秀
論
文
賞
を
受
賞

　

新
潟
病
院
歯
科
技
工
科
の

渡
邊
毅
技
工
士
長
は
十
一
月

七
日
、
名
古
屋
国
際
会
議
場

で
開
催
さ
れ
た
第
三
十
二
回

日
本
技
工
学
会
総
会
で
優
秀

論
文
賞
の
表
彰
を
受
け
た
。

　

受
賞
し
た
の
は
、
同
学
会

誌
に
掲
載
さ
れ
た
臨
床
術
式

論
文
で
、
渡
邊
毅
ら
「
ボ
ー

ル
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
取
り
付

け
用
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
ロ
ッ
ド

の
考
案
」

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
協
力
の
卒
後
研
修
コ
ー
ス

　

本
学
生
命
歯
学
部
で
は
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
歯
学
部
と

連
携
し
、
二
〇
一
一
年
七
月

か
ら
歯
周
病
学
卒
後
研
修

コ
ー
ス
を
開
催
す
る
。

　

こ
の
日
本
歯
科
大
学
・

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
歯
周
病
学

卒
後
研
修
コ
ー
ス
は
、
大
学

卒
業
後
の
知
識
・
技
術
の
継

続
向
上
を
め
ざ
し
、
さ
ら
に

高
度
な
歯
周
治
療
技
術
の
理

解
と
習
得
に
焦
点
を
あ
て
て

い
る
。
研
修
内
容
は
、
日
本

歯
科
大
学
で
は
主
に
基
礎
と

臨
床
の
基
本
知
識
と
技
術

を
、
ボ
ス
ト
ン
の
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
で
は
歯
周
治
療
技

術
を
履
修
す
る
。
募
集
人
員

は
二
十
五
～
五
十
名
程
度
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
は
、

二
〇
一
一
年
秋
、
ま
た
は
翌

二
〇
一
二
年
春
に
一
週
間
程
度

の
集
中
研
修
を
行
う
。

　

な
お
、
同
研
修
コ
ー
ス
開

催
に
先
立
ち
、
二
〇
一
一
年

四
月
十
日
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
歯
学
部
歯
周
病
学
講
座
か

ら
講
師
を
迎
え
、
基
調
講
演

会
を
開
催
す
る
。
講
師
の
久

世
香
澄
先
生
は
本
学
七
十
回

卒
、
ボ
ス
ト
ン
大
学
と
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
で
歯
周
病
学
講

座
の
准
教
授
と
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
を
務
め
る
。

日本歯科大学校友会

「女性歯科医師の集い２０１１」
テ ー マ：女性患者さん向け審美歯科治療最前線
日　　時：2011年４月17日(日）
　　　　　講演会　11:00～12：30　懇親会　13：00～15：00
会　　場：ホテルメトロポリタン・エドモント
講　　師：高橋英登（66回卒）
演　　題：女性患者さんに喜ばれる最新審美修復テクニック
　　　　　 ～患者さんが望むメタルフリー，ＭＩ，ホワイトニング，

新素材デンチャーの現状～

参加対象：日本歯科大学卒業の女性歯科医師100名（校友会未入会でも可）

会　　費：5,000円
※ミニデンタルショー開催　※託児所あり
※参加希望者は３月20日(日)までにＦＡＸでお申込み下さい。
　申込み先・校友会本部事務局（ＦＡＸ：03-3264-8745）

オープニング基調講演会「歯周病学を極める」

日時：2011年４月10日(日）10：00～16:00

会場：日本歯科大学生命歯学部富士見ホール

講演：① 歯周病臨床とインプラント療法の最新の考
え方

　　　　Dr.Kasumi Kuse Barouch(久世香澄）
　　　②日本歯科大学・ハーバード大学
　　　　歯周病学卒後研修コースの目的と内容
　　　　沼部幸博　教授
　　　③ 創傷治癒の原理とぺリオにおける硬組織･

軟組織の再生～全身と歯周組織の関係，事
実あるいはフィクション

　　　　Dr.Nadeem Y.Karimbux

会費： 歯科医師20,000円・歯科衛生士･歯科技工士
10,000円　※税込み，昼食代含む

両学部の連携強化にむけて活発な討議


